【ILO】2003/12/05　資料：ＩＬＯより全教宛書簡

２００３年１２月　５日

　
全教中央執行委員長 宛
　　

産業別活動局局長　クレオパトラ・ドウン・ヘンリー

教員の地位に関する勧告の適用に関する
ＩＬＯ・ユネスコ共同専門家委員会第８回会議
（２００３年　９月１５～１９日、パリ）

　２００３年１１月に開催された第２８８回会議においてＩＬＯ理事会は、２００３年９月１５～１９日、パリにて開催されたＣＥＡＲＴ、教員の地位に関する勧告の適用に関するＩＬＯ・ユネスコ共同専門家委員会第８回会議の報告である、付属文書２を検討した。この付属文書は、１９６６年と１９９７年勧告の不遵守に関する、教員組織により提出された申し立てに関したＣＥＡＲＴの調査結果と勧告を内容としている。
　この報告の関連する箇所を想起して、ＩＬＯ理事会は、ＩＬＯ事務局長に対して、バングラディッシュ、ブルンディ、エチオピア、日本の政府と教員組織に対して、関連する部分を伝達し、報告の勧告にしたがって、必要とされる適切な事後措置（フオローアップ）をとることを要請する権限を付与した。
　付属文書の中の、全教から申し立てられた日本に関連する箇所についてよく検討していただきたい。
　私は、共同委員会から勧告されたように、勧告に示された問題に関する進展と、解決に向けた処置について、常に共同委員会に情報提供するように求めたことに関して、あなたの組織が十分に注意を傾けることを最大限に心から期待いたします。
　
　
（全教訳）

1 / 1

